



Economic Bulletin of Senshu University























































































































































































































































































２）McGuire, P. and G. von Peter［２００９］The US dollar
shortage in global banking and the international pol-






４）Linda S. Goldberg, C.Kennedy and J. Miu［２０１０］
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住宅対策 「Making Home Affordable Program」
を発表した。第１は，住宅ローン返済負担緩和






















２）Executive Office of the President［２００９］A Framework







３）President’s Council on Jobs and Competitiveness
［２０１１］Road Map to Renewal .
４）Harold L. Sirkin, Michael Zinser, and Douglas Hoh-
ner［２０１１］Made in America, Again : Why Manufactur-
ing Will Return to the U. S., The Boston Consulting
Group.
































学経済研究所 Discussion Paper No.２６３，２０１６年２月）
第４章参照。
１８）Alan Tonelson［２０１３］Import Penetration Rise Again
In２０１１ ; Challneges Manufacturing Renaissance, In-


































































１９９０ ２０００ ２００５ ２００８ ２００９ ２０１０
非農業雇用者総計 １０９，４８７ １３１，７８５ １３３，７０３ １３６，７９０ １３０，８０７ １２９，８１８
製造業合計 １７，６９５ １７，２６３ １４，２２６ １３，４０６ １１，８４７ １１，５２４
重化学工業 ９，９８９ ９，８３９ ７，９５９ ７，７７６ ６，８２５ ６，６５６
化学 １，０３６ ９８０ ８７２ ８４７ ８０４ ７８４
石油・石炭 １５３ １２３ １１３ １１７ １１５ １１４
窯業・土石 ５２８ ５５４ ５０５ ４５６ ３９４ ３７２
一次金属 ６８９ ６２２ ４６６ ４４２ ３６２ ３６１
（鉄鋼３３１１ １８７ １３５ ９６ ９９ ８５ ８５
金属製品 １，６１０ １，７５３ １，５２２ １，５２８ １，３１２ １，２８５
α機 械 ３，３３３ ３，５８５ ２，９１４ ２，７１３ ２，２５９ ２，２０７
一般機械 １，４１０ １，４５７ １，１６２ １，１８８ １，０２９ ９９３
（金属加工 ２６７ ２７４ ２０２ １９１ １５８ １５３
電気機械 ６３３ ５９１ ４３４ ４２４ ３７４ ３６１
輸送機械 １，２１１ １，５４０ １，３１７ １，１０１ ８５６ ８５３
（自動車 ９２４ １，１３１ ９２６ ７３６ ５６０ ５６６
β機 械 ２，６４０ ２，２２２ １，５６７ １，６７３ １，５７９ １，５３３
コンピュータ・周辺機器（＊）」 ３６７ ３０２ ２０５ １８３ １６６ １６２
通信機器（＊） ２２３ ２３９ １４１ １２７ １２１ １１８
半導体・電子部品（＊） ５７４ ６７６ ４５２ ４３２ ３７８ ３７０
電子機器（＊） ６３５ ４８８ ４４１ ４４１ ４２２ ４０６
航空宇宙 ８４１ ５１７ ４５５ ５０７ ４９２ ４７７
軽工業 ７，７０６ ７，４２４ ６，２６７ ５，６３０ ５，０２２ ４，８６７
鉱業・公益 １，５０５ １，２００ １，１８３ １，３２６ １，２０３ １，２０８
建設 ５，２６３ ６，７８７ ７，３３６ ７，１６２ ６，０１６ ５，５２６
運輸・倉庫 ３，４７６ ４，４１０ ４，３６１ ４，５０８ ４，２３６ ４，１８４
情報 ２，６８８ ３，６３０ ３，０６１ ２，９８４ ２，８０４ ２，７１１
通信（＊＊） ９８０ １，３９７ １，０７１ １，０１９ ９６６ ９００
データ処理関連（＊＊） ２１１ ３１６ ２６３ ２６０ ２４９ ２４２
	商 業 １８，４５０ ２１，２１３ ２１，００５ ２１，２２６ ２０，１０９ １９，８７０

金融・不動産 ６，６１４ ７，６８７ ８，１５３ ８，１４５ ７，７６９ ７，６３０
サービス ３５，３８１ ４８，８０５ ５２，４１２ ５５，５２４ ５４，２６８ ５４，９５３
プロ・企業サービス １０，８４８ １６，６６６ １６，９５４ １７，７３５ １６，５７９ １６，６８８
コンピュータ関連（＊＊） ４１０ １，２５４ １，１９５ １，４４０ １，４２３ １，４４２
雇用サービス １，４９４ ３，８１７ ３，５７８ ３，１３３ ２，４８１ ２，７１７
教育・健康サービス １０，９８４ １５，１０８ １７，３７２ １８，８３８ １９，１９３ １９，５６４
公 務 １８，４１５ ２０，７９０ ２１，８０４ ２２，５０９ ２２，５５５ ２２，４８２
連邦政府 ３，１９６ ２，８６５ ２，７３２ ２，７６２ ２，８２８ ２，９６８
参考＜IT関連産業＞ ３，４００ ４，６７２ ３，７６８ ３，９０２ ３，６９６ ３，６４０
IT財生産（＊） １，７９９ １，７０５ １，２３９ １，１８３ １，０８７ １，０５６
ITサービス（＊＊） １，６０１ ２，９６７ ２，５２９ ２，７１９ ２，６３８ ２，５８４
U. S. DOC, Statistical Abstract of the United States，各年版より作成。
U. S. DOC, U. S. Direct Investment，より作成。
12
米多国籍企業在外雇用
２０１４ ２０１５ １９９９ ２００４ ２００９ ２０１２ ２０１４
１３７，７３０ １４１，１２６ ７，７０５ ８，５５７ １０，７９４ １２，１２８ １３，８０２
１２，１２２ １２，３３０ ４，３５７ ４，３０９ ４，５３９ ４，７６６ ５，３９８
３，０８０ ３，５７５ ３，０２７ ３，１５８ ３，６４７
７９７ ８１１ ５６９ ５６２ ６３５ ６１４ ６７２
１１０ １０７ ４１ ３９ ４０ ２８ １７
３７７ ３９８ １ １３
３９７ ４０８ ７２ １０４ １０３ １０５ １１２
１１ NA
１，４４７ １，４７８ １５２ １３０ １０９ １０４ １３５
２，３５０ ２，４２８ １，４５６ １，４９２ １，３８７ １，５２２ １，７７７
１，１１４ １，１４８ ３４７ ３４２ ３９７ ４５２ ５０２
１３ １２
３７７ ３７３ ２６５ ２４７ １９８ ２０１ ２３７
８５９ ９０７ ８４４ ９０３ ７９２ ８６９ １，０３８
８２４ ８９８ ７８２ ８５７ １，０１５
７８９ １，２３５ ７５３ ７８５ ９３４
１５９ １６９ ２１３ １３８ １６８ １９９ ２６９
９５ ９１ ９９ １２９ １００ ６４ ８３
３７０ ３７１ ３１９ ５５１ ３０６ ３４１ ３８７
３８９ ３９２ １１８ ３７４ １２３ １１５ １２７
２２ ４３ ５６ ６６ ６８
１，２７７ ７３４ １，５１２ １，６０８ １，７５１
１，３７５ １，４０３ １９８ ２２４ ２３６ ２７１ ２９５
６，０３２ ６，３５３ ３８ ３２ ４６ ５６ ７７
４，５６６ ４，７５８ １１７ １６３ ３２１ ３１２ ３１６
２，７２０ ２，７７９ ２９６ ３１８ ４２６ ４７１ ５８５
８４８ ８６１ ９０ ７１ ７８ ８６ １０２
２７５ ２９２ ７９ １３３ １１４ １２２ １６７
２１，０２６ ２１，４５８ １，０８４ １，４５８ １，９５３ ２，１５９ ２，３９４
７，９３１ ８，０８１ ３０４ ３０２ ７０４ ７６２ ８３６
６０，１８３ ６１，９４７ １，３１１ １，７５１ ２，５１８ ３，２７７ ３，９０３
１８，８４０ １９，５００ ３９６ ４７５ ８０６ １，１０７ １，２８９
１，７４９ １，８２７ １５８ ２３７ ４２９ ６６４ ７１６
３，３３５ ３，５２１ ３３６ ４１１
２１，２７９ ２１，８１３ １９ ３０
２２，２０１ ２１，９１１
２，７１６ ２，７３０
３，８８５ ４，００３ １，０９４ １，６３３ １，３１８ １，５９１ １，７８６
１，０１３ １，０２３ ７６７ １，１９２ ６９７ ７１９ ８６６































































































































































































































（１００万ドル） ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８
１）商品貿易収支 －１２４，３２８ －１６２，６２３ －２０２，８２５ －２３４，４３３ －２５８，６６２ －２６８，２３４
資本財（除自動車） －２９，３５１ －４５，９３０ －５６，１８７ －６５，３６０ －７６，９４６ －８３，０６６
消費財（除食品・自動車） －９１，９８６ －１０９，４９８ －１３５，１０９ －１５４，２４９ －１６９，３６６ －１７２，２０９
２）サービス貿易収支 １，６２４ １，１１８ １，８４１ ４３８ １，３３６ ４，９２２
特許等使用料収支 ７３８ １，０４２ １，１３８ １，４６０ １，８２５ ２，１６４
３）第１次所得収支 －８，１２２ －９，７５５ －１６，５７４ －２５，７９８ －３，６２６０ －４１，７２９
４）第２次所得収支 －１，４００ １１，７６９ －２，２２５ －２，２６８ －２，７０７ －２，３１１



























































２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５
－２２７，２３６ －２７３，０６７ －２９５，１８７ －３１４，９３７ －３１８，７６４ －３４４，９７８ －３６７，４１７
－７１，９８５ －９６，７６５ －１１３，３９１ －１１９，４７５ －１１８，０１３ －１２５，１４３ －１２８，１１６
－１５７，６５０ －１８３，８１９ －１９０，１４０ －２０２，８４１ －２０８，９４８ －２１８，６９４ －２２７，００６
７，５００ １１，８９１ １６，６５４ １９，９９９ ２３，６１５ ３０，５１６ ３３，３３６
２，０７４ ３，２４２ ３，９５９ ４，４１３ ５，４９５ ６，３８７ ５，６２５
－４０，８９８ －３６，６４１ －３２，３０３ －３０，４３１ －２６，７２１ －２４，８５２ －２４，２５１
－１，９７８ －２，３０６ －２，４９３ －２，６８５ －２，３９３ －３，５１７ －３，９３３














































































































































































































































１）Henry Siu and Nir Jaimovich［２０１５］Jobless Recov-
eries,
（http://www.thirdway.org/report/jobless−recoveries.）
２）Jaison R. Abel and Richard Deitz［２０１２］Job Polari-
zation and Rising Inequality In the Nation and the
New York−Northern New Jersey Regin,
（http://www.newyorkfed.org/research/current_issues.）
20
３）Bob Davis and Jon Hilsenrath［２０１６］How the China
Shock, Deep and Swift, Spurred the Rise of Trump,
（http : //www.wsj.com/articles/SB１０１９.）
４）David H.Autor, David Dorn, Gordon H.Hanson
［２０１６］The China Shock : Learning from Labor Mar-
ket Adjustment to Large Changes in Trade., NBER
Working Paper No.２１９０６．
５）Gary P. Pisano and Willy C. Shih［２０１２］Does Amer-
ica Really Need Manufacturing？,
（https : //hbr.org/２０１２/０３/does−america−really−need
−manufacturing）








ing/import −penetration −still −outweighs −reshoring−
trend/）
１０）Michel Cavallo［２０１４］The Surprising Strength of









rise−in −wealth −for −wealthydeclines −for −the −lower−
９０％/）
１５）FRB. Changes in U.S.Family Finances from２０１０ to
２０１３ : Evidence from the Survey of Consumer Fi-
nances, Federal Reserve Bulletin, September２０１４.
１６）“Vertical limit” in The Economist October２９th２０１６.
１７）Ian Hathaway, Robert E. Litan［２０１４］Declining
Business Dynamism in the United States : A Look at









































































































































































































































































単位億ドル 鉄鋼・同製品 機械 建設 家計消費 固定資本形成 輸出
鉄鋼・同製品（２００１） ２，２７２（１００） ３３．４ ２６．９ １７．１ ２．０ １．５ ７．７
機 械 （２００１） ４，８３２（１００） １．８ ２８．０ ４．３ ６．５ １７．８ １９．２
鉄鋼・同製品（２００７） ９，６９６（１００） ３４．０ ３０．０ １５．０ ０．４ １．１ ９．７
機 械 （２００７）１９，７４１（１００） ２．２ ３６．０ ３．１ ２．９ １６．０ ３２．０
鉄鋼・同製品（２０１１）１９，４７４（１００） ３３．０ ３０．０ １９．０ ０．４ １．２ ６．６
機 械 （２０１１）３９，６４８（１００） ２．１ ３３．０ ４．０ ２．８ １９．０ ２４．０
鉄鋼・同製品（２０１４）２４，５２１（１００） ３３．０ ２７．２ ２０．０ ０．４ ２．１ ７．０
機 械 （２０１４）５４，５９２（１００） ２．０ ３８．５ ３．４ ４．１ １８．９ １９．９















































































































































































































































































































































































































































































































































































































１）Jim Pootter, The American Economy between the
World Wars, Macmillan,１９７４, p.６８.１９２９年大恐慌と
２００８年金融危機の基礎に不平等の拡大があったこと
を比較しながら論じた，Jon D. Wisman and Barton
Baker,Rising Inequality and The Financial Crises of
１９２９and２００８”（https : //www.amerian.edu/cas/eco-
nomics/pdf/upload/２０１０−１０．pdf）参照。
２）Congressional Oversight Panel［２０１０］,A Review
of Treasury’s Foreclosure Prevention Programs,” De-



















Sharpe［２０１０］The Crisis of Capitalism, Challenge/Sep-
tember−October２０１０．参照。西川珠子氏は「オバマ
政権の経済政策運営の最大の問題点は，有効な住宅
市場対策を打ち出せなかった点にある」（同「オバマ
政権の経済政策点検」『みずほリポート』２０１１年１２月
２２日）と指摘されている。
１１）ローレンス・サマーズ「長期停滞にどう向き合う
か―金融政策の限界と財政政策の役割―」（『フォー
リン・アフェアーズ・リポート』２０１４年１１月）p．１５．
１２）拙稿「再生産表式論の理論的意義とその限度」（『専
修経済学論集』第１２巻第１号，１９７７年），同「資本制
的生産の社会的編成といわゆる『基本的矛盾』―恐
慌の潜在的諸要因の措定によせて（上）（下）」（『専
修経済学論集』第１５巻第１号，１９８０年，同第２号，１９８１
年）参照。
おわりに―リーマン・ショック後の世
界経済をどう展望するか？
本稿は２０１４年１２月１３日の「ポスト冷戦研究会」
での報告「スタグフレーションからサブプライ
ム・世界経済危機へ―アメリカの長期停滞論と
関連させて―」がベースとなっている。報告レ
ジュメでは「アジアとヨーロッパの周辺で緊張
が高まっていることを考えると，TPPと TTIP
の戦略的メリットはますます際立ってくる」１），
「米中対立は，アメリカとヨーロッパと日本が
結束して，拡大する中国の国家資本主義から自
由資本主義を防衛することを目的とした，これ
まで以上に緊密な経済同盟を生み出すことにな
るかもしれない」２），「この戦争で使われる新兵
器は，おそらく，市場アクセス，投資ルール，
通貨価値などの経済手段」３），「米中に引き裂か
れる世界―欧米なき世界と中国なき世界への分
裂」４）等の指摘を引用しておいた。その時点では
TPPと TTIPが成立するとの前提でリーマン・
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ショック後の世界経済を考えようとしていた。
しかし「アメリカ第一主義」を掲げ，１９３０年代
の再来を想起させる略奪的な保護貿易主義を唱
えるトランプ大統領は就任と同時に NAFTAの
再交渉と合わせ TPPからの撤退を表明し，
TTIP交渉も凍結状態となった。トランプ大統
領の登場で世界経済の行方は不透明となったが，
米中関係が２１世紀の最も重要な２国間関係であ
ることには変わりはない。
行論の中で明らかにしたように，２０００年代米
中は軋轢はありながらも，もたれ合いのような
経済的相互依存関係を強めてきた。一方米中関
係は「ニチベイ経済」とは異なって軍事的な対
抗を内包している。１９９０年代初頭の米ソ冷戦終
焉が「和解」ではなくアメリカの一方的な勝利
で終わったという誤った感覚が，アメリカの「唯
一の覇者」意識を強めたということは既に指摘
したが，その最初の現れである湾岸戦争が米中
の軍事的な対抗の「起源」５）となった。米中の軍
事的な対抗は，１９９６年の台湾海峡危機に対応し
た米空母２隻の東シナ海派遣が「大きな分岐点」
となり，リーマン・ショック後自信を深めた中
国が年来の海洋進出を本格化したことによって
新たな段階に入った。１９９８年のアメリカ核戦争
計画手直しでは１９８０年代初め核攻撃目標からは
ずされていた中国が，再び主要な標的となって
いる。今後の米中関係が「中国と米国」となる
のか，「中国対米国」となるのか，雇用増を含
め「アメリカを再び偉大な国にする」という公
約の成否について，トランプ政権の政策の具体
化をみながら稿を改めて考察したい。
１）マイケル・フロマン「貿易の戦略的ロジック―貿
易協定の政治・安全保障的意味合い―」（『フォーリ
ン・アフェアーズ・リポート』２０１４年１１月号）p．９６．
２）イアン・ブレマー（北沢格訳）『「Gゼロ」後の世
界』（日本経済新聞社，２０１２年）p．２１７―８．
３）同上，p．２１５．
４）マーク・レナード「米中に引き裂かれる世界―欧
米なき世界と中国なき世界への分裂」（『フォーリン・
アフェアーズ・リポート』２０１３年９月号）。
５）アーロン・フリードバーグ（平山茂敏監訳）『アメ
リカの対中軍事戦略』（芙蓉書房出版，２０１６年）p．１７．
［付記：本稿は２０１３年度中期研究「サブプラ
イム・世界経済危機の研究」の研究成果の一
部である。］
スタグフレーションからサブプライム・世界経済危機へ（下）
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